
農中総研　調査と情報　2024.11（第105号）6

〈レポート〉農林水産業

主任研究員　小田志保

放牧酪農における科学的アプローチの実践
─丸藤牧場を事例に ─

心でも身体を酷使して、牛は乳量を出してし
まう。そこで、市場から導入したホルスタイ
ンに、NZ産やオランダ産の体高の小さな雄牛
の精液を人工授精し、身体が小さめで、粗飼
料中心の放牧に向く後継牛の生産に努めてきた。
経営方針として、牧場へのインプットとア

ウトプットのバランスを重視している。現在
は、年間21トンの発酵鶏糞と40トンの配合飼
料を牧場にインプットし、280トンの生乳と10
トンの生体（個体販売）をアウトプットしてい
る。牧場のなかでは、粗飼料となる牧草を自
給し、牧草を食べた牛の排せつ物は堆肥化し
ほ場に還元するといった、循環が出来上がっ
ている。このバランスを崩さぬよう、基本は
低投入として、足りない飼料や肥料を補完す
る方針である。
こうした量的なバランスに加え、作業のタ

イミングも重視している。例えば、家畜排せ
つ物を堆肥化し、ほ場に還元する際、積雪が
あるとその下の牧草に栄養は届きにくくなる。
したがって、積雪前に散布作業を行うように
している。

2　牛の採食行動と牧草の生育
放牧酪農というと、まずは放牧区から搾乳

場へどのように牛を移動させるのかという点
が注目される。このような牛の行動制御に関
して、同牧場は放牧区の牧草の量を重視する。
牧草の量が多いと搾乳場で食べる配合飼料に
牛は魅力を感じなくなり、牛追いが必要にな
る。乳が張る、習慣化しているという理由か
らの行動もあるが、配合飼料は牛が搾乳場へ
来る最大の要因である。このように牛舎内か
ら放牧区までと牛の行動範囲が広がると、その
制御を見越した牧草の量の調整は重要となる。

牧草地で牛がのびのびと草をはむ風景は、
とても牧歌的である。しかし、そうした放牧
の実践では、酪農家による科学的なアプロー
チが一層重要になる。
一般に、気候変動の影響から、これまでの

当たり前があてにならなくなっており、牧草
生育の管理は難しくなっている。加えて放牧
では、牛の採食行動に合わせた草地管理等も
必要となる。
農業は試行錯誤を繰り返し、改善を目指す

という、科学的な姿勢が常に求められている。
そのなかでも放牧酪農は、難易度が高い分野
のひとつであろう。
それを理解する良例として、北海道中川郡

中川町の丸藤牧場を取り上げたい。

1　丸藤牧場の経営方針
丸藤牧場は、経産牛を45頭、育成牛20頭、

和牛５頭を飼養する家族経営である。代表の
丸藤英介氏は、2000年から農家研修や酪農ヘ
ルパー等８年間の下積みの後、2008年に北海
道中川郡中川町で放牧酪農による牧場の経営
を開始した。
同牧場では、毎年春になると、牛舎から

25haの放牧地に牛を放つ。その他に、牧草の
一番草を収穫した15haの兼用地でも、牧草の
収穫後に放牧を行う。合計すると放牧区は
40haになる。
個体乳量は７千kg/頭（注）を達成している。

経営方針として、このうち５千kg/頭を自給
の牧草からの栄養で賄うことに、取り組んで
いる。
同牧場では、放牧に適するように、泌乳能

力を落とす方向での牛づくりを進めてきた。
改良が進んだホルスタイン種では、粗飼料中

農林中金総合研究所 
https://www.nochuri.co.jp/



農中総研　調査と情報　2024.11（第105号） 7

興味深いのは、放牧区では、草丈を地表５
センチほどに残すようにしている点だ。理由
は、再生に必要な光合成の表面積を確保する
為だ。また、空気中の窒素を無料の肥料と考
え、その固定の為、根粒菌をはじめとする菌
根菌たちの活性が高まる環境作りを重視して
いる。
とはいえ牧草を機械で収穫するわけではな

いので、草丈を望ましい高さに保つには、牛
の採食行動を制御しなければならない。牛は
嗜好性の高いペレニアルライグラス（以下、ペ
レ）を先に食べ、草丈が５センチ程となると、
他の牧草（オーチャードやリードカナリーグラ
ス）を食べ始めるが、場合によっては５センチ
まで食われたペレをさらに短く食べてしまう。
そこで、ペレ以外の牧草も牛に食べてもらう
ためにもバランス（化学性・物理性・生物性）
のとれた土作りが重要になってくる。初妊・
乾乳牛群の後追い放牧や、機械による掃除刈
も有効な手段である。
また、食べ残しの放牧草が少なくイネ科牧

草の草丈を25センチ程度以下に管理できてい
ると、根本まで日光がさすようになり、低層
にあるホワイトクローバーが増えるといった
メリットもあるという。

3　土壌圧縮の回避やフレールモアの活用
ペレは嗜好性や産乳性が高いものの、乾き

づらく、採草区で牧草ロールにすると重い。
それも含めて、作業中の農業機械は重量化し
ている。
同牧場では、農業機械を導入する際、タイ

ヤの外径と幅を重視し選定する。泥炭地であ
るため、農機と農地との接地圧が高いと土壌
圧縮を招き、水捌けや牧草の生育に悪影響を
及ぼすからである。
また注目したいのは、フレールモアの導入

だ。同牧場では、採草地での二番草収穫後に
生育する三番草の存在が課題であった。三番
草を収穫すると土壌の栄養分を収奪し、アン
バランスになる。そこでデスクモアで刈り取
り、表面緑肥としていたが、草丈が長く十分
分解されず、枯草として翌年収穫した一番草
に混入してしまっていた。
フレールモアであれば、この三番草を細断

でき、表面緑肥にした際に分解されやすい。
そのため、上記の課題が解決できた。

４　計画的な試行錯誤の実行には
以上のほかにも、紙幅の関係で紹介しきれ

ない多数の工夫が積み重ねられており、それ
らは、全道にいる放牧仲間との情報共有や、
エクセルでの作業日誌と作業計画での記録の
蓄積に依る。同牧場では、エクセルで作成し
た作業日誌のコピーが、２年目の作業計画の
下地となる。この下地に、２週間後までの計
画を記入したものが作業計画となり、作業を
実行した後は、作業記録を上書きする。計画
と実行で色を分ける等の工夫で、作業履歴を
データで蓄積している。
このように、放牧酪農は、その低コスト省

力化や耕作放棄地等の再生利用等で注目され
ているが、その経営管理は高度である。施肥
量を管理しながら、放牧地で土壌条件に応じ
て生育の異なる、複数の牧草を生育させ、そ
れらは牛の嗜好性に左右され刈り取られ（採食
され）、その後の牧草の再生まで管理する。そ
の際に、施肥を低投入としイネ科牧草の草丈
が高くならないように調整したり、粗飼料主
体のエサから適度な個体乳量の牛づくり等、
様々な工夫が必要になる。いずれも土や牧草、
そして牛に対する酪農家の精密な観察とそれ
に応じた試行錯誤の結果である。その実践は
難しいが、農業の魅力そのものを強く訴える内
容と思われる。

（おだ　しほ）（注）脂肪補正（FMC）乳量（脂肪率４％補正）。
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